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Ⅰ新技術の解説

１要旨

(1) 果樹試験場内ほ場にある、「巨峰」（一色系）／自根 26年生の過去の生育データと気象データに
基づき、展葉日から満開日までの日数と日平均気温を用いて、ＤＶＲモデルを作成し、開花日・満
開日予測技術の開発を行った。

(2) 解析データは1988～2005年の18年間の「巨峰」の展葉期から満開日までの日平均気温および展
葉日から満開日までの日数（生育日数）を用いた。ＤＶＲモデルは「対話型ノンパラメトリックＤＶＲ
法プログラム（登録番号P第7672号-1）」（独立行政法人農業技術研究機構 中央農業総合研究
センター農業情報研究部 竹澤邦夫氏作成）により解析し、ＤＶＲモデルを算出した。

(3) クロスバリデーションにより算出した最適な平滑化パラメーターは156.316で、ＤＶＲは日平均気温
が５℃付近で０を通る曲線となった（図１）。

(4) 予測は次式により予測開始日（展葉日）以降のＤＶＲを積算したＤＶＩが1.00となる日を満開日、
0.918（各年の展葉日から開花日までのＤＶＩの平均値）を開花日とした。

   iは展葉後の日数

(5) 1988～2005年までの満開日の実測値と予測値の誤差は、０日が５回、１日が10回、２日が２回、
３日が１回で、推定誤差（ＲＭＳＥ）は1.22日であった（表１）。また、開花日の実測値と予測値の誤
差は、０日が７回、１日が５回、２日が２回、３日が３回、４日が１回で、推定誤差は1.76であった。
この結果をもとに、表計算ソフトを用いて、「巨峰」開花日及び満開日の予測プログラムを作成し
た（図２）。

２期待される効果

 ブドウ「巨峰」における開花期および満開期について、早期に、かつリアルタイムでの予測が可能と
なる。また、ジベレリン処理時期の把握や花穂整形、摘穂等の適期作業が行われることで、高品質果
実の生産につながる。また、作業計画及び雇用計画が立てやすくなる

３適用範囲

 県内全域への情報提供

４普及上の留意点

(1) 開花・満開の判断は、花穂整形後の花穂を対象としている。

(2) 発育予測は２～３日程度の予測誤差を含む。また、予測は果樹試験場の標準樹の発育予測である
ため、現地各地の生育予測については果樹試験場の標準樹との比較によって推定する必要があ
る。
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